
さ
く
ら
さ
ん
‥
じ
ゃ
あ
、
そ
の
伸
び
た

扶
助
費
や
物
件
費
っ
て
な
ん
で
す
か
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
う
じ
ゃ
な
、
扶
助
費
と

は
社
会
福
祉
や
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉

等
の
医
療
助
成
や
児
童
手
当
の
こ
と

じ
ゃ
よ
。
今
回
伸
び
た
の
は
、
児
童
手

当
が
３
歳
未
満
児
で
拡
充
さ
れ
た
こ
と

と
、
乳
幼
児
等
医
療
の
無
料
化
が
小

学
校
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
た
た
め

じ
ゃ
。

　

次
は
物
件
費
じ
ゃ
な
。
こ
れ
は
、
役

場
な
ど
公
共
施
設
で
働
く
パ
ー
ト
さ
ん

の
賃
金
を
始
め
事
務
用
品
な
ど
の
消
耗

品
に
使
わ
れ
た
も
の
で
、
一
番
大
き
い

の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
委
託
料
じ
ゃ

な
。
公
共
施
設
を
維
持
し
て
い
く
の
に

必
要
な
施
設
の
管
理
や
保
守
点
検
を
専

門
の
業
者
に
委
託
し
た
経
費
で
、
町
民

会
館
・
図
書
館
・
町
民
プ
ー
ル
・
高
齢

者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
及
び
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
の
５
つ
の
施
設
は
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
っ
て
管
理
運
営
を
委
託
し
て

い
る
の
じ
ゃ
。
今
回
伸
び
た
の
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
等
新
し
い
制
度
が
で
き

た
た
め
で
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
開
発
費

が
増
え
た
の
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
新
し
い
制
度
が
で
き
る

と
、
お
金
も
た
く
さ
ん
か
か
る
ん
で
す

ね
。

Ｒ
‥
そ
れ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
主
な
費

目
も
ど
ん
な
も
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

彦
左
さ
ん
‥
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
補
助
費
等

か
ら
説
明
し
よ
う
か
の
。
こ
れ
は
国
や

小
の
大
規
模
改
造
工
事
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、
大
日
蔭
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
用
地
購

入
に
よ
り
、
借
地
の
解
消
に
も
努
め
た

の
じ
ゃ
。

　

こ
れ
ら
を
ひ
っ
く
る
め
て
普
通
建
設

事
業
と
言
い
、
総
額
に
す
る
と
約
23
億

円
、
歳
出
予
算
全
体
の
18
・
４
㌫
と
高

い
割
合
と
な
る
の
じ
ゃ
よ
。

　

費
目
別
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
そ

の
へ
ん
が
よ
う
分
か
る
の
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
費
目
別
の
グ
ラ
フ
を
見

て
み
る
と
普
通
建
設
事
業
以
外
ほ
と
ん

ど
増
え
て
い
ま
す
ね
。

彦
左
さ
ん
‥
ウ
ー
ン
、
ち
ょ
っ
と
違
う

な
。
普
通
建
設
事
業
が
大
き
く
減
っ
た

と
い
う
の
が
正
し
い
な
。
確
か
に
扶
助

費
や
物
件
費
の
歳
出
は
増
え
た
が
、
そ

の
他
は
前
年
と
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な

い
ん
じ
ゃ
。

　
　

一
般
会
計

Ｒ
‥
さ
て
、
19
年
度
の
決
算
の
特
徴
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

彦
左
さ
ん
‥
ん
、
一
般
会
計
の
決
算

は
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
歳
入
も
歳
出

も
減
っ
た
わ
け
じ
ゃ
が
、
知
っ
て
の
と

お
り
福
祉
や
、
防
災
面
な
ど
待
っ
た
な

し
で
や
ら
に
ゃ
な
ら
ん
仕
事
が
あ
っ
た

わ
け
じ
ゃ
‼

さ
く
ら
さ
ん
‥
ど
う
し
て
歳
入
も
歳
出

も
減
っ
た
ん
で
す
か
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
れ
は
な
、
前
年
に
は
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
、
幸
田
中

体
育
館
改
築
、
中
央
公
民
館
改
築
な
ど

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
た
め
、
予
算
規
模
も
大
き
く

な
っ
て
い
た
か
ら
じ
ゃ
。

Ｒ
‥
そ
れ
で
は
19
年
度
は
ど
ん
な
施
設

整
備
が
行
わ
れ
た
の
で
す
か
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
19
年
度
に

取
り
組
ん
だ
大
き
な
事
業
に
つ
い
て
話

を
す
る
か
の
。

　

ま
ず
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、
深
溝

運
動
公
園
の
整
備
や
各
集
落
で
農
道
な

ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
よ
。
次
に
土
木
費
。
道
路
新
設
改

良
事
業
で
は
、
野
場
横
落
線
、
芦
谷
荻

１
号
線
、
坂
崎
野
場
１
号
線
大
正
交
差

点
改
良
等
の
道
路
整
備
工
事
を
行
っ
た

の
じ
ゃ
。

　

教
育
費
で
は
、
幸
田
中
、
中
央
小
、

深
溝
小
の
耐
震
補
強
や
幸
田
小
、
深
溝

平成 19年度　決算報告と町の財政状況

平成19年度決算の報告

今年も町の台所事情をお知らせする時節となりました。平成19年度の１年間で町が使ったお金の
中身をご覧いただき、今後の町政の動きを知っていただきたいと思います。

今年も財政事情に詳しい町のご意見番「彦左衛門」さん（文中では彦左さん）の登場です。質問
者は財政状況を勉強している町民代表の「さくら」さん（町の財政状況をいろいろと知りたい町民
代表）、進行役は広報担当「Ｒ」が努めさせていただきます。

彦左衛門さん

さくらさん
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平成 19年度　決算報告と町の財政状況

県
、
他
の
団
体
に
対
す
る
負
担
金
や
補

助
金
な
の
じ
ゃ
。
社
会
福
祉
協
議
会
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
補
助

も
こ
こ
に
分
け
ら
れ
る
ぞ
。

　

次
に
公
債
費
は
、
借
金
の
返
済
に
充

て
ら
れ
た
も
の
じ
ゃ
。
町
民
会
館
な
ど

大
規
模
事
業
で
ピ
ー
ク
時
の
平
成
９
年

に
は
130
億
円
あ
っ
た
借
金
も
今
は
70
億

円
ま
で
減
っ
て
き
て
お
る
ぞ
。

　

次
に
繰
出
金
は
…

さ
く
ら
さ
ん
‥
そ
れ
は
ま
か
せ
て
く
だ

さ
い
！
幸
田
町
に
は
特
別
会
計
や
企
業

会
計
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
運

営
す
る
た
め
に
支
出
す
る
お
金
で
す
よ

ね
。

彦
左
さ
ん
‥
そ
の
と
お
り
じ
ゃ
。

　

こ
れ
ま
で
の
話
は
、
一
般
会
計
と

言
っ
て
な
、
税
金
な
ど
を
財
源
と
し
て

行
政
活
動
の
基
本
的
な
経
費
を
賄
っ
て

お
る
の
じ
ゃ
。
幸
田
町
に
は
一
般
会
計

と
は
別
に
７
つ
の
特
別
会
計
と
１
つ

の
企
業
会
計
が
設
け
ら
れ
て
お
る
の

じ
ゃ
。
こ
れ
ら
の
特
別
会
計
な
ど
へ
の

運
営
資
金
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
支
出

さ
れ
る
お
金
の
こ
と
を
繰
出
金
と
言
う

の
じ
ゃ
。

10 20 30 40 5005 10 15 20 250

固定資産税　43億3,278万円 46.3％（42億168万円 47.2％）

入湯税　537万円 0.1％（558万円 0.1％）

都市計画税
2億7,747万円 3.0％（2億6,158万円 2.9％）
たばこ税
2億4,842万円 2.6％（2億4,180万円 2.7％）
軽自動車税
6,400万円 0.7％（6,127万円 0.7％）

入湯税　537万円 0.1％（558万円 0.1％）

災害復旧費　0.0％（0.0％）

貸付金　0.7％（0.7％）

維持補修費　1.9％（1.6％）

積立金　5.7％（5.7％）

扶助費　6.3％（5.1％）

災害復旧費　0.0％（0.0％）

貸付金　0.7％（0.7％）

維持補修費　1.9％（1.6％）

積立金　5.7％（5.7％）

扶助費　6.3％（5.1％）

公債費　8.9％（8.4％）

補助費等　9.3％（8.8％） 都市計画税　2億7,747万円 3.0％（2億6,158万円 2.9％）

たばこ税　2億4,842万円 2.6％（2億4,180万円 2.7％）

軽自動車税　6,400万円 0.7％（6,127万円 0.7％）

町民税　44億2,167万円 47.3％（41億3,439万円 46.4％）

繰出金　10.5％（9.9％）

物件費　15.3％（13.6％）

普通建設　18.4％（24.7％）

人件費　23.0％（21.5％）

土木費
26億5,668万円 21.5％
（23億1,672万円 17.7％）

教育費
19億804万円 15.4％

（24億1,407万円 18.4％）

総務費
12億9,995万円 10.5％
（12億8,734万円 9.8％）

民生費
27億8,310万円 22.5％
（25億4,695万円 19.4％）

土木費
26億5,668万円 21.5％

（23億1,672万円 17.7％）

教育費
19億804万円 15.4％

（24億1,407万円 18.4％）

総務費
12億9,995万円 10.5％
（12億8,734万円 9.8％）

公債費
11億505万円 8.9％

（11億462万円 8.4％）

農林水産業費
8億8,746万円 7.2％

（9億1,378万円 7.0％）

衛生費
8億8,464万円 7.1％

（11億3,016万円 8.6％）

消防費
5億4,624万円 4.4％
（5億2,986万円 4.1％）

商工費
1億3,719万円 1.1％

（1億4,153万円 1.1％）

議会費
1億2,659万円 1.0％
（1億5,328万円 1.2％）

労働費
3,340万円 0.3％
（3,220万円 0.2％）

町税
93億4,971万円 70.8％
（89億630万円 64.2％）

町税
93億4,971万円 70.8％
（89億630万円 64.2％）

繰越金
7億6,204万円 5.8％

（13億3,916万円 9.7％）

国庫支出金
5億6,017万円 4.2％
（6億415万円 4.4％）

県支出金
5億4,390万円 4.1％
（4億9,225万円 3.5％）

地方消費税交付金
3億8,497万円 2.9％
（3億8,558万円 2.8％）

諸収入
3億8,015万円 2.9％
（3億5,913万円 2.6％）

分担金及び負担金
2億1,911万円 1.7％
（2億1,310万円 1.5％）

使用料及び手数料
1億8,809万円 1.4％
（2億1,961万円 1.6％）

地方譲与税
1億5,958万円 1.2％
（4億3,384万円 3.1％）

自動車取得税交付金
1億5,７８１万円 1.2％
（1億9,629万円 1.4％）

町債
1億3,600万円 1.0％
（1億7,500万円 1.3％）

繰入金
1億612万円 0.8％
（8,058万円 0.6％）

地方特例交付金
8,175万円 0.6％

（3億1,562万円 2.3％）

財産収入　　　　3,709万円 0.3％（1,738万円 0.1％）
地方交付税　　　3,407万円 0.3％（2,973万円 0.2％）
利子割交付金　　2,906万円 0.2％（2,070万円 0.1％）
ゴルフ場利用税交付金　2,502万円 0.2％（2,524万円 0.2％）
配当割交付金　　2,467万円 0.2％（2,145万円 0.2％）
株式等譲渡所得割交付金　2,009万円 0.2％（2,252万円 0.2％）
交通安全対策特別交付金　 656万円 0.0％（ 684万円 0.0％）
寄　附　金　　　 134万円 0.0％（ 499万円 0.0％）

諸支出金
1,150万円 0.1％

（5億3,661万円 4.1％）

災害復旧費
229万円 0.0％
（31万円 0.0％）

（　）は前年度

（　）は前年度

○町税内訳○費目別区分
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平成 19年度　決算報告と町の財政状況

　

下
水
道
特
別
会
計
は
な
、
農
村
集
落

以
外
の
市
街
地
の
下
水
道
整
備
等
を
運

営
し
て
お
る
。

　

幸
田
町
で
は
、
既
存
の
市
街
化
区
域

の
整
備
が
概
ね
完
了
し
、
周
辺
集
落
区

域
と
新
市
街
化
区
域
の
整
備
を
し
た
の

じ
ゃ
。

　

19
年
度
末
で
農
業
集
落
排
水
と
下
水 

道
等
の
汚
水
処
理
人
口
は
、
３
５
、１
２
８

人
と
な
り
、普
及
率
は
97
・
５
％
と
な
っ

た
わ
け
じ
ゃ
。

　

最
後
は
、
水
道
事
業
会
計
じ
ゃ
。

こ
の
会
計
は
企
業
会
計
と
言
う
て
な
、

幸
田
町
の
水
道
事
業
の
運
営
が
さ
れ
て

お
る
会
計
な
の
じ
ゃ
。

　

幸
田
町
の
水
道
普
及
率
は
19
年
度

末
99
・
５
％
で
、
水
源
は
県
水
か
ら
水

を
買
っ
て
各
家
庭
に
配
水
し
て
お
る

の
じ
ゃ
。
19
年
度
の
総
配
水
量
は
約

４
５
５
万
立
方
㍍
で
、
１
日
に
永
野
水

道
山
タ
ン
ク
２
・
５
杯
分
と
な
り
、
前

の
年
よ
り
も
６
万
立
方
㍍
増
加
と
な
っ

た
わ
け
じ
ゃ
。

　

ど
う
じ
ゃ
な
、
こ
の
厳
し
い
状
況
の

中
、
限
ら
れ
た
財
源
を
活
か
し
て
、
幸

田
町
で
は
実
に
様
々
な
事
業
が
進
め
ら

れ
て
お
る
の
じ
ゃ
。
分
か
っ
て
も
ら
え

た
か
の
う
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

19
年
度
も
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
進
め

ら
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
お
金

の
使
わ
れ
か
た
に
関
心
を
持
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

る
の
じ
ゃ
。

　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
な
、
老
後
の

健
康
を
保
つ
た
め
、
予
防
か
ら
医
療
や

機
能
訓
練
な
ど
総
合
的
な
保
健
医
療
の

た
め
に
使
わ
れ
て
お
る
の
じ
ゃ
。

　

19
年
度
末
の
受
給
者
数
は
、
２
、

７
２
５
人
で
、
一
人
平
均
で
年
間
68
万

円
の
医
療
費
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
る

の
じ
ゃ
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
な
、
高
齢
に

な
っ
て
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
本
人
負
担

以
外
の
経
費
を
、
加
入
者
と
税
金
で
負

担
し
介
護
施
設
な
ど
に
支
払
っ
て
お
る

の
じ
ゃ
。

　

19
年
度
末
で
は
、
５
４
８
人
が
要
介

護
、
１
６
７
人
が
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
の

じ
ゃ
。

　

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
は
な
、
平
成
18
年
度
の
途
中
に
で

き
た
新
し
い
会
計
じ
ゃ
。
幸
田
駅
前
地

区
の
区
画
整
理
事
業
を
円
滑
に
施
行
す

る
た
め
の
会
計
じ
ゃ
。

　

19
年
度
は
、
用
地
の
取
得
や
物
件
補

償
な
ど
事
業
が
本
格
化
し
、
大
幅
に
決

算
額
が
増
え
た
の
じ
ゃ
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は

な
、
幸
田
町
は
全
町
下
水
道
化
を
推
進

し
て
お
り
、
農
村
集
落
の
環
境
整
備

の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
る
の

じ
ゃ
。
町
内
13
地
区
全
て
供
用
開
始
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
施
設
の
維
持
管

理
事
業
を
行
っ
て
お
る
の
じ
ゃ
。

　
　

特
別
・
企
業
会
計

Ｒ
‥
で
は
、
19
年
度
の
幸
田
町
の
特
別

会
計
と
企
業
会
計
で
ど
の
よ
う
に
お
金

が
使
わ
れ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

彦
左
さ
ん
‥
よ
っ
し
ゃ
。
一
般
会
計
は

主
に
税
金
を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
て

お
る
の
じ
ゃ
が
、
特
別
会
計
は
、
あ
る

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
特
定
の

歳
入
・
歳
出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て

経
理
す
る
た
め
の
会
計
な
の
じ
ゃ
。

　

こ
こ
か
ら
は
19
年
度
の
特
別
会
計
と

企
業
会
計
に
つ
い
て
、
一
つ
ず
つ
説
明

し
て
い
こ
う
か
の
。

　

ま
ず
は
、土
地
取
得
特
別
会
計
じ
ゃ
。

　

こ
の
会
計
は
、
公
用
・
公
共
用
に
使

わ
れ
る
土
地
や
公
共
の
利
益
の
た
め
に

事
前
に
土
地
を
購
入
す
る
た
め
の
会
計

な
の
じ
ゃ
。

　

19
年
度
は
、
先
行
取
得
が
必
要
な
案

件
は
な
か
っ
た
の
で
、公
債
費
（
借
金
）

の
返
済
が
主
な
も
の
じ
ゃ
っ
た
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
な
、
勤

務
先
で
健
康
保
険
な
ど
の
適
用
を
受
け

な
い
町
民
の
か
た
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
時
に
本
人
の
負
担
以
外
の
医
療
費
を

医
療
機
関
な
ど
に
支
払
っ
た
り
、
出
産

や
死
亡
し
た
時
に
経
費
の
一
部
を
加
入

者
み
ん
な
で
支
給
し
た
り
す
る
会
計
な

の
じ
ゃ
。

　

19
年
度
の
加
入
状
況
は
、
５
、３
３
８

世
帯
１
０
、８
１
６
人
で
町
民
の
約
３

割
の
か
た
が
こ
の
保
険
に
加
入
し
て
お

■決算状況
会　　計　　名 歳入 (a)（伸び率） 歳出 (b)（伸び率） 差額 (a) － (b)

一 般 会 計 132億 730万円（ 4.8％減） 123億8,213万円（ 5.5％減） 8億2,517万円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 特 別 会 計 4億8,822万円（ 4.2％増） 4億6,749万円（ 5.6％増） 2,073万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 27億3,055万円（ 9.3％増） 26億7,732万円（ 9.5％増） 5,323万円
老 人 保 健 特 別 会 計 19億 181万円（ 2.1％減） 18億9,718万円（ 2.0％減） 463万円
介 護 保 険 特 別 会 計 11億4,216万円（ 9.7％増） 11億1,770万円（ 10.5％増） 2,446万円
駅前土地区画整理事業特別会計 2億6,731万円（193.9％増） 2億6,217万円（213.0％増） 514万円
農業集落排水事業特別会計 3億5,041万円（ 6.6％減） 3億4,257万円（ 6.8％減） 784万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9億 740万円（ 14.5％減） 8億9,738万円（ 14.8％減） 1,002万円

企業会計 
（税抜き）

水道事業 
会 計

収益的収支 6億7,086万円（ 3.0％増） 6億1,106万円（ 4.8％増） 5,980万円
資本的収支 1億6,766万円（ 20.3％減） 2億6,688万円（ 9.1％増） ▲9,922万円

総　　　　合　　　　計 218億3,368万円（ 1.7％減） 209億2,188万円（ 1.7％減） 9億1,180万円

※歳入には翌年度繰越明許費（事業財源分）一般会計１，６４２万円、駅前特会４６９万円を含む
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平成 19年度　決算報告と町の財政状況

Ｒ
‥
そ
う
で
す
ね
。
町
の
財
政
状
況
も

一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

彦
左
さ
ん
‥
そ
の
と
お
り
じ
ゃ
。
住
民

に
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
19
年
度
決
算
か
ら
財
政
健
全
化
の

平成19年度に使われたお金を    
町民一人当たりに換算すると…

33万4,697円 

（前年度　36万3,026円）
123億8,213万円÷36,995人

（一般会計）　　　　（Ｈ20.3.31）

指標で視る財政情報

経常収支比率
経常的・義務的経費にあてる割合

65 ～ 75㌫…適正

75㌫以上…要注意

19年度…73.8㌫

18年度…71.7㌫

17年度…75.5㌫

公債費比率
借金の一般財源に占める割合

10㌫以下…望ましい

19年度…11.4㌫

18年度…12.7㌫

17年度…14.1㌫

財政力指数
財政上の力を示す指数

指数が１以上の団体は

財政力の強い団体といえる

19年度…1.65

18年度…1.60

17年度…1.59

■町民一人当たりを目的別に見てみると…
1 民 生 費 7 万 5,229 円 （7 万 541 円 ）
2 土 木 費 7 万 1,812 円 （6 万 4,164 円 ）
3 教 育 費 5 万 1,576 円 （6 万 6,861 円 ）
4 総 務 費 3 万 5,138 円 （3 万 5,654 円 ）
5 公 債 費 2 万 9,870 円 （3 万 594 円 ）
6 農 林 水 産 業 費 2 万 3,989 円 （2 万 5,308 円 ）
7 衛 生 費 2 万 3,912 円 （3 万 1,301 円 ）
8 消 防 費 1 万 4,765 円 （1 万 4,675 円 ）
9 商 工 費 3,708 円 （ 3,920 円 ）
10 議 会 費 3,422 円 （ 4,245 円 ）
11 労 働 費 903 円 （ 892 円 ）
12 諸 支 出 金 311 円 （1 万 4,862 円 ）
13 災 害 復 旧 費 62 円 （ 9 円 ）

(  )前年度

指
標
が
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
難
し
そ
う
だ
け
ど
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

決
算
審
査
報
告

幸
田
町
監
査
委
員　

鴨　

下　
　

登

大
須
賀　

好
夫

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
等
は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令

等
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

計
数
は
正
確
で
、
予
算
の
執
行
は
概
ね
適

正
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

◎
一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
歳
入
決
算

額
か
ら
歳
出
決
算
額
を
差
し
引
い
た
形
式

収
支
、
こ
の
形
式
収
支
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
お

よ
び
単
年
度
収
支
は
黒
字
の
決
算
と
な
っ

た
が
、
税
を
始
め
と
す
る
未
収
金
に
つ
い

て
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
引
き
続
き
解

消
に
向
け
た
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

水
道
施
設
の
成
績
指
標
と
も
い
わ
れ
る

有
収
率
は
前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
、
本
年

度
の
経
営
成
績
と
し
て
純
利
益
も
確
保
で

き
て
い
る
。
昨
今
の
大
規
模
地
震
災
害
を

見
る
に
、
施
設
の
耐
震
化
、
老
朽
化
対
策

は
、
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、
耐
震
補
強
な

ど
安
定
供
給
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。

　

原
油
価
格
の
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
、

最
近
の
景
況
に
は
陰
り
が
見
ら
れ
先
行
き

に
厳
し
さ
も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
社

会
情
勢
の
な
か
、
地
方
自
治
に
お
い
て
は

地
方
分
権
改
革
と
い
う
大
き
な
変
革
の
波

に
あ
り
、
今
後
の
行
財
政
運
営
は
更
な
る

緊
張
感
を
も
っ
た
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
本
町
に
お
い
て
も
的

確
な
状
況
判
断
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策

の
も
と
持
続
性
の
あ
る
行
財
政
運
営
に
心

が
け
ら
れ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
一

層
努
め
ら
れ
た
い
。

（
平
成
19
年
度
決
算
審
査
意
見
書
か
ら
）
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平成 19年度　決算報告と町の財政状況

回
っ
て
お
る
の
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
で
も
、
あ
ん
ま
り
い
い

数
値
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
う
じ
ゃ
な
。
し
か
し
、

単
年
度
数
値
は
平
成
17
年
度
か
ら
順
に

12
・
８
％
、
12
・
２
％
、
11
・
６
％
と
年
々

改
善
さ
れ
て
お
り
、
危
険
な
レ
ベ
ル
で

は
な
い
な
。

　

次
に
、
将
来
負
担
比
率
じ
ゃ
。
こ
れ

は
、
借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可

能
性
の
あ
る
負
担
の
現
時
点
で
の
残
高

の
程
度
を
指
標
化
し
て
、
将
来
財
政
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を

示
し
て
い
る
の
じ
ゃ
。
幸
田
町
は
、７
・

９
％
と
基
準
の
３
５
０
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
も
低
い
比
率

と
な
っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
安
心
で

す
ね
。

彦
左
さ
ん
‥
あ
く
ま
で
指
標
だ
か
ら
安

心
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
財
政
難
に

よ
る
早
急
な
公
共
料
金
の
値
上
げ
等
が

必
要
な
状
況
に
は
な
っ
て
い
な
い
な
。

　

最
後
に
、
資
金
不
足
比
率
じ
ゃ
が
、

こ
れ
は
農
業
集
落
排
水
事
業
、
下
水
道

事
業
、
水
道
事
業
の
３
つ
の
公
営
企
業

の
資
金
不
足
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金

収
入
の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、

経
営
状
況
の
深
刻
化
を
示
し
た
も
の

じ
ゃ
。

　

幸
田
町
の
公
営
企
業
は
全
て
黒
字

じ
ゃ
か
ら
数
値
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
ん

じ
ゃ
。

Ｒ
‥
そ
れ
で
は
、
各
指
標
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

彦
左
さ
ん
‥
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
財
政
健
全

化
判
断
指
標
か
ら
一
つ
ず
つ
説
明
し
て

い
こ
う
か
の
。

　

ま
ず
は
、
実
質
赤
字
比
率
じ
ゃ
。
こ

れ
は
、
福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な

ど
の
普
通
会
計
の
赤
字
額
を
町
税
等
の

財
源
と
比
較
し
て
財
政
運
営
の
深
刻
度

を
示
し
て
お
る
の
じ
ゃ
。
幸
田
町
は
黒

字
じ
ゃ
か
ら
数
値
は
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
ん
じ
ゃ
。

　

次
に
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
じ
ゃ

な
。
こ
れ
は
、
特
別
会
計
や
第
３
セ
ク

タ
ー
を
含
む
全
て
の
会
計
の
赤
字
と
黒

字
を
足
し
て
、
全
体
の
資
金
不
足
を
把

握
す
る
た
め
、
町
税
等
の
財
源
と
比
較

し
て
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て
お

る
の
じ
ゃ
。
幸
田
町
に
は
第
３
セ
ク

タ
ー
や
公
社
と
い
っ
た
外
部
団
体
は
な

い
か
ら
、
決
算
の
報
告
を
し
て
い
る
一

般
会
計
と
７
つ
の
特
別
会
計
、
そ
れ
と

水
道
事
業
会
計
の
連
結
決
算
の
指
標

じ
ゃ
。
こ
れ
も
幸
田
町
は
黒
字
じ
ゃ
か

ら
数
値
は
計
上
さ
れ
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
。

　

次
に
、
実
質
公
債
費
比
率
じ
ゃ
。
こ

れ
は
、
借
入
金
の
返
済
額
等
の
大
き
さ

を
指
標
化
し
て
、
資
金
繰
り
の
危
険
度

を
示
し
て
お
る
の
じ
ゃ
。
幸
田
町
は

３
ヵ
年
平
均
12
・
２
％
で
基
準
値
を
下

平
成
19
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
の
公
表

彦
左
さ
ん
‥
ま
ず
、
財
政
健
全
化
法
に

つ
い
て
説
明
す
る
か
の
。
こ
れ
は
、
平

成
18
年
６
月
の
夕
張
シ
ョ
ッ
ク
を
発
端

に
新
し
い
法
律
が
で
き
、
毎
年
議
会
や

住
民
に
対
し
て
財
政
状
況
を
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
こ
れ
ま
で
も
決
算
状
況

と
か
経
常
収
支
比
率
と
か
公
表
さ
れ
て

い
ま
し
た
よ
ね
。
こ
れ
ま
で
と
ど
う
違

う
ん
で
す
か
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
う
じ
ゃ
な
、
こ
れ
ま
で

の
財
政
指
標
と
い
う
の
は
、
一
般
会

計
、
土
地
取
得
特
別
会
計
と
駅
前
土
地

区
画
整
理
特
別
会
計
の
３
会
計
の
み
の

決
算
額
で
計
算
す
る
普
通
会
計
ベ
ー
ス

の
指
標
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
。
そ
の
た
め
に

他
の
特
別
会
計
や
第
３
セ
ク
タ
ー
、
公

社
と
い
っ
た
外
部
団
体
で
い
く
ら
赤
字

が
あ
っ
て
も
指
標
上
は
黒
字
決
算
に

な
っ
て
お
り
、
本
当
の
財
政
状
況
が
わ

か
ら
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
が
、
新
し
い
法

律
が
で
き
て
、
そ
れ
ら
を
全
て
含
め
た

連
結
決
算
に
よ
り
指
標
を
公
表
す
る
こ

と
と
な
っ
た
ん
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
じ
ゃ
あ
、
ご
ま
か
し
は

で
き
な
く
な
っ
た
ん
で
す
ね
？

彦
左
さ
ん
‥
そ
の
通
り
じ
ゃ
。
基
準
を

一
つ
で
も
超
え
れ
ば
、
健
全
化
計
画
を

ん
じ
ゃ
。

さ
く
ら
さ
ん
‥
全
て
の
指
標
が
い
い
数

値
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
ー
っ
と
。

彦
左
さ
ん
‥
そ
う
じ
ゃ
！
そ
れ
が
大

事
じ
ゃ
。
住
民
も
議
会
も
み
ん
な
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
大
事
な
ん
じ
ゃ

ぞ
。

Ｒ
‥
こ
こ
で
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
お
伝

え
で
き
ま
せ
ん
が
、
詳
し
い
こ
と
が
お

知
り
に
な
り
た
い
か
た
は
、
幸
田
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
財
政
」
を
ご
覧
に
な

る
か
、
役
場
へ
来
て
聞
い
て
く
だ
さ
い

ね
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
２
）
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平成 19年度　決算報告と町の財政状況

１　財政健全化判断比率

下表のとおり、いずれの指標についても早期健全化基準を下回っている。

（　）は黒字比率

健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率
― 

( ▲ 7.7％ )
13.21%

連結実質赤字比率
― 

( ▲ 23.1％ )
18.21%

実質公債費比率 12.2% 25.0%

将来負担比率 7.9% 350.0%

※早期健全化基準

　財政健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合、財政状況はイエロー

　カードである「早期健全化段階」となり、財政健全化計画を定めなければならない。

○財政健全化判断比率の近隣市町村状況
市町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
幸田町 － － 12.2% 7.9%

岡崎市 － － 1.8% 2.8%

西尾市 － － 7.4% 37.5%

蒲郡市 － － 6.6% 48.5%

吉良町 － － 7.2% 53.3%

一色町 － － 7.0% 73.4%

幡豆町 － － 7.6% 61.2%

全国平均 23団体(赤字団体数) 71団体(赤字団体数) 12.3% 110.4%

２　公営企業の資金不足比率

下表のとおり、資金不足を生じた公営企業はありません。

（　）は黒字比率

資金不足比率 経営健全化基準

農業集落排水事業特別会計
― 

( ▲ 8.6％ )
20.0%

下水道事業特別会計
― 

( ▲ 6.0％ )
20.0%

水道事業会計
― 

( ▲ 237.1％ )
20.0%

※経営健全化基準

　各公営企業ごとの資金不足額の、事業の規模に対する比率であり、経営健全化基準

     （20％）以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければならない。
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